
議案第２９号 
                                       

各種事務事業の取扱いについて 
 
   次の各種事務事業の取扱いについては、別紙のとおりとする。 
 
     平成１６年６月２５日提出 
 
                     さいたま市･岩槻市合併協議会 
                      会 長  相 川 宗 一 
 
 

 １ 広報広聴事業 
 ２ コミュニティ施策 

   ３ 情報公開事業 
 ４ 消防業務  
５ 防災事業 

  ６ 男女共同参画事業 
  ７ 市民窓口業務 
  ８ 文化振興事業 
  ９ 環境対策事業 

10 交通対策事業 
  11 農業振興事業 
  12 商工・観光事業 
  13 勤労者・消費者関連事業 
  14 都市計画事業 
  15 道路事業 
  16 河川事業 
  17 住宅事業 
  18 学校教育事業 
  19 社会教育事業 
  20 議会 
  21 選挙 

 



 
別 紙 

 

項目 各種事務事業の取扱い－広報広聴事業 

 広報広聴事業は、さいたま市の制度に統一する。 

 
 
○ 主な項目とその取扱い 

テレビ広報  さいたま市の制度を適用する。 

ラジオ広報  さいたま市の制度を適用する。 

広報紙の発行  さいたま市の制度に統一する。 

広報刊行物  さいたま市の制度に統一する。 

テレホンガイド  さいたま市の制度に統一する。 

市民提案制度  さいたま市の制度に統一する。 

 
 
 



 
 

現 況 

さいたま市 岩槻市 

 
１ テレビ広報・ラジオ広報 
 （１）テレビ広報 
   テレビ埼玉：毎月 2 本（再放送を含み 4

本）15分番組を放映する。 
         放映曜日は、第 2、第 4 土

曜日（再放送は翌日曜日） 
 （２）ラジオ広報 
   ＦＭ NACK５を通して、イベント情報

など毎週 1 回 60 秒のスポット広告を放
送する。 

 
２ 「市報さいたま」の発行 
   発行日：毎月 1回 1日発行 

    発行部数：466,000部（全戸配布） 
   発行方法：配布業者による宅配 
    体裁：Ａ4版 2色刷 36頁（一部カラー） 
      （そのうち４頁を区版とし計 10

種類を発行） 
    点字版広報：82人に発行 

テープ版広報：136人に発行  
 
３ 広報刊行物 
 （１）市勢要覧 
    市の歴史・観光、各種施策などをＰＲ

するため発行する。Ａ4版カラー約 60頁
4,000部 来訪者及び希望者配布 

            （平成 16年度版） 
（２）ガイドブック（ハローマイタウン） 

    市民生活に密着した行政サービス情

報紙を発行する。Ａ4版 2色刷（一部カ
ラー）30,000部 転入者へ配布 

            （平成 16年度版） 
（３）ガイドマップ 

    市全域の案内地図を発行する。 
   Ａ１版 8つ折り両面カラー 
   50,000部発行 転入者へ配布 
            （平成 16年度版） 
 

 
１ テレビ広報・ラジオ広報 
 （１）テレビ広報 
     実施していない。 

 
 
 
（２）ラジオ広報 

     実施していない。 
 
 
 
２ 「広報いわつき」の発行 
   発行日：毎月 1回 1日発行 
   発行部数：38,500部（全戸配布） 
   発行方法：自治会を通じて配布 
   体裁：Ａ4 版 2 色刷 24～30 頁（一部カ

ラー） 
   点字版広報：なし 
   テープ版広報：18人に発行 
 
 
３ 広報刊行物 
 （１）市勢要覧 
    市の歴史・観光、各種施策などをＰＲ

するため発行する。Ａ4 版カラー約 50
頁 1,000部 来訪者及び希望者配布 

            （平成 16年度版） 
（２）ガイドブック 

     実施していない。 
 
 
 
（３）ガイドマップ 

     市全域の案内地図を発行する。 
   A1版８つ折り両面カラー 
   20,000部 転入市民及び希望者配布 
            (平成 14年度版) 
   ※平成 15･16年度版は作成していない。 
 
 
 
 

議案第２９号関係（各種事務事業の取扱い－広報広聴事業） 



現 況 

さいたま市 岩槻市 

 
４ テレホンガイド 
   目的：生活様式の変化に対応して電話・

ＦＡＸにより 24 時間市政情報を
提供する。 

   内容：市民生活に密着した情報、約 300
項目を選定 

   システム：音声及びＦＡＸによる自動応

答 
 
5  市民提案制度 
  目的：市民の市政に対する意見・要望等を

聴くことにより、適正な市政の推進

と市民参加意識の促進を図る。 
  受付方法：専用の提案用紙、ファクシミリ、

インターネットにより提案を受

け付ける。 
  平成 15年度受理実績 
    提案用紙 1,129通 
    インターネット 344通 
    ファクシミリ 14通 
    その他 9通   合計 1,496通  

 
４ テレホンガイド 
   目的：生活様式の変化に対応して電話・

ＦＡＸにより 24時間市政情報を
提供する。 

   内容：市民生活に密着した情報、227項
目を選定 

   システム：音声及びＦＡＸによる自動応

答 
 
5 市民提案制度 

目的：市政に対する意見・要望等を受け付

け、調査・検討し回答する。 
受付方法：専用のハガキ、インターネッ

ト、テレホンガイドへの入力

により提案を受け付ける。 
   平成 15年度受理実績 
    ハガキ 105通 
    インターネット 14通  
    テレホンガイド  0  
                           合計 119通 
 
 
 

 
 




